
ジョルジュ・ビゼー（Georges Bizet, 1838 年–1875） 

《カルメン》 (1875 年):                                                 ビ

ゼーの代表作で、スペインの情熱的なジプシー女性カルメンを描いたオペラ。初演

当初はスキャンダラスだとされ批判を浴びましたが、後にフランスオペラの傑作として

評価されました。 

ジョルジュ・ビゼーのオペラ《カルメン》は、彼の最も有名であり、オペラ史に残る傑作のひ

とつです。初演は 1875年で、フランスのパリ、オペラ＝コミック座にて行われましたが、

当時はスキャンダラスな内容で批判され、ビゼー自身はその成功を見ることなく亡くなりま

した。しかしその後、《カルメン》は大成功を収め、今日では世界中で頻繁に上演されて

います。 

あらすじ 

《カルメン》はスペインを舞台にし、情熱的で自由奔放なジプシーの女性カルメンと、彼

女に翻弄される兵士ホセとの悲劇的な愛を描いた物語です。 

第 1 幕 

セビリアのタバコ工場の前で物語は始まります。兵士たちはカルメンに目を奪われ、彼

女は気まぐれに花を投げ、ホセの興味を引きます。ホセはこの時、ミカエラという純粋で

心優しい女性との結婚を考えていますが、カルメンの魅力に引き込まれます。カルメン

が工場内で喧嘩を引き起こし、ホセが彼女を逮捕しますが、彼女に誘惑されて逃がし

てしまいます。 

第 2 幕 

ホセはカルメンに心を奪われ、彼女のために職務を放棄します。しかし、カルメンは自由

を愛する女性で、ホセの執着に耐えられなくなります。彼女はトレロ（闘牛士）のエスカ

ミーリョに興味を持ち、彼との関係が進展していきます。 

第 3 幕 



ホセはカルメンへの愛情が憎しみに変わり、彼女に対する執着がますます強まりま

す。一方、カルメンはエスカミーリョとの関係を続け、ホセとの関係は悪化していきま

す。ホセはもはや破滅的な道を歩んでいることに気づいていません。 

第 4 幕 

闘牛場の前でカルメンとエスカミーリョが一緒にいるところにホセが現れます。カルメン

はホセの嘆願にも耳を貸さず、彼を拒絶します。怒りと絶望に駆られたホセは、カルメ

ンを刺し殺してしまい、彼女の死と共に物語は悲劇的な終わりを迎えます。 

音楽 

ビゼーは《カルメン》で、情熱的でリズミカルな音楽を駆使して、登場人物の感情やス

ペインの異国情緒を巧みに表現しました。このオペラにはいくつかの有名なアリアや合

唱曲があります。 

• ハバネラ（「恋は野の鳥」）: 第 1 幕でカルメンが歌うアリアで、自由奔放な恋愛

観を歌います。彼女の魅力と奔放さを象徴する名曲です。 

• セギディーリャ: 第 1 幕後半でカルメンがホセを誘惑する際に歌うアリアで、情熱

的なリズムが特徴です。 

• 闘牛士の歌（「トレアドール」）: 第 2幕でエスカミーリョが歌う華やかなアリアで、

闘牛士としての彼の勇敢さと魅力が描かれています。 

• 花の歌: 第 2 幕でホセがカルメンに対する愛を告白する感傷的なアリアです。 

主な登場人物 

• カルメン: 自由を愛し、誰の束縛も受けないジプシーの女性。美貌と強い個性

で周囲の人々を魅了しますが、その奔放さが悲劇を招きます。 

• ドン・ホセ: 純粋で誠実な兵士であり、カルメンへの愛が彼を破滅に導きます。

最初は恋に盲目になりますが、最終的には彼女を自分の手で殺してしまいま

す。 

• エスカミーリョ: 勇敢で自信に満ちた闘牛士。カルメンに興味を持ち、彼女との

関係を深めていきます。彼の存在がホセとの三角関係を形成します。 



• ミカエラ: 純粋で優しい女性で、ホセを愛しています。ホセを救おうとしますが、彼

の運命を変えることはできません。 

作品背景とテーマ 

《カルメン》は、当時のオペラの慣習を打ち破る作品でした。カルメンのキャラクターは、

伝統的なオペラのヒロイン像とは異なり、道徳的に複雑で、自立した女性です。このた

め、当初の観客や評論家からは不評を買いました。ビゼーは道徳的なメッセージを追求

するよりも、人間の本能や感情を強調し、リアルで強烈なドラマを描くことに成功しました。 

また、スペインの音楽的要素や舞踊のリズムを取り入れた点でも革新的で、後のフラン

スオペラに大きな影響を与えました。特にハバネラやセギディーリャなど、スペイン舞踊の

リズムを取り入れた音楽が魅力です。 

結論 

ビゼーの《カルメン》は、愛、自由、運命、破滅などのテーマを深く探求した作品であり、

オペラ史上でも重要な地位を占めています。その音楽的魅力、劇的な展開、キャラクタ

ーの心理描写は、現在でも観客を魅了し続けています。 

 

《真珠採り》 (1863 年):                                            ス

リランカを舞台にした異国情緒あふれるオペラ。友情と愛の葛藤を描いています。 

ビゼーの《真珠採り》（Les Pêcheurs de Perles）は、彼が《カルメン》以前に作曲したオペ

ラで、彼の初期の重要な作品のひとつです。この作品は 1863 年に初演され、ビゼー

が 25 歳の時に作曲したものです。音楽的にロマンティックで、エキゾチックな雰囲気

を持つ作品ですが、当初は成功しませんでした。後年になって再評価され、現在では

特に美しい旋律が魅力とされるオペラとして知られています。 

あらすじ 



《真珠採り》の舞台は、古代スリランカ（当時はセイロン）とされています。物語は愛と友

情、義務と裏切りの葛藤を描いたもので、3 幕から構成されています。 

第 1 幕 

真珠採りたちは新しいリーダーを選ぶため、祝祭を開きます。リーダーとして選ばれたズ

ルガと彼の友人ナディールは、かつて同じ女性を愛していたことを思い出し、友情を守

るためにその女性を忘れることを誓います。祭りの最中、神聖な巫女レイラが現れ、彼

女が波を鎮め、真珠採りたちを守ってくれると信じられています。レイラは顔を覆い、誰

にも正体を明かしていませんが、実は彼女こそ、ズルガとナディールがかつて愛した女

性です。 

第 2 幕 

ナディールはレイラを見て、彼女への愛情が再び燃え上がります。レイラもまた、ナディー

ルへの想いを捨てられず、二人は再会して愛を告白します。しかし、巫女が神聖な誓

いを破ることは許されないため、彼らの関係は危険なものとなります。二人が密会して

いるところを見つかり、彼らは裁かれることになります。 

第 3 幕 

ズルガは二人が裏切っていたことを知り、嫉妬と怒りに駆られます。しかし、レイラがナデ

ィールのために命を懸けていることを知ると、ズルガは彼女への深い愛と友情の間で

葛藤します。最終的に、ズルガは自らの権限を使って二人を助け、逃がそうと決意しま

すが、最終的に自分が犠牲になることを選びます。 

主な登場人物 

• ズルガ: 真珠採りのリーダーであり、ナディールの友人。かつてレイラを愛していま

したが、彼女を巡る裏切りに苦しむ役割です。 

• ナディール: ズルガの友人で、真珠採りの一員。レイラに深い愛情を持っていま

す。 

• レイラ: 美しい巫女で、ズルガとナディールの両方に愛される女性。彼女は義務と

愛の間で葛藤します。 



• ヌーラバッド: 高僧であり、レイラが神聖な誓いを守るかどうかを監視しています。 

音楽 

《真珠採り》は、そのロマンティックで甘美な旋律が大きな魅力となっています。特に、以

下の曲が非常に有名です。 

• ズルガとナディールの二重唱「耳に残るは君の歌声」（"Au fond du temple saint"）: 

この二重唱は、ズルガとナディールがかつて愛した女性について語り合う場面で

歌われます。美しく調和した旋律が友情と愛のテーマを表現しており、このオペラ

の中でも最も有名な曲です。 

• ナディールのアリア「我が魂は夜に漂う」（"Je crois entendre encore"）: 第 1幕で

ナディールがレイラへの愛を回想する場面で歌うアリアです。切ないメロディーが、

彼の深い感情を表現しています。 

• レイラのアリア「私が恐れているのは」（"Comme autrefois"）: レイラがナディールとの

再会の後に歌うアリアで、彼女の内なる葛藤と愛を表現しています。 

作品背景とテーマ 

《真珠採り》は、異国情緒やロマンティックな愛、友情、裏切りといったテーマを描いた

作品です。ビゼーはこのオペラで、エキゾチックな雰囲気を音楽で描写し、当時のフ

ランスの聴衆に新鮮な印象を与えました。 

しかし、当時のフランスのオペラ界では、より現実的でドラマチックな作品が好 まれて

いたため、《真珠採り》は初演時には大きな成功を収めませんでした。それでも、後年

になってこの作品は再評価され、その美しい旋律と感動的な物語は、今日では多くの

オペラファンに愛されています。 

結論 

《真珠採り》は、ビゼーの才能を早期に示した作品であり、《カルメン》の前兆ともいえるオ

ペラです。彼の感情豊かでロマンティックな音楽は、異国情緒あふれる物語と見事に調

和し、後のフランス・オペラに大きな影響を与えました。 



 

《ジャミレ》 (1872 年):                                              愛と

美に関する哲学的テーマを扱った作品。美しい音楽と詩的なリブレットが特徴です。 

• ビゼーの《ジャミレ》（Djamileh）は、1872年に初演された 1 幕のオペラです。台本

は、フランスの劇作家ルイ・ガレ（Louis Gallet）によって書かれ、アルフレッド・ド・ミュ

ッセの短編小説「ナムーナ」（Namouna）に基づいています。 

• あらすじ 

• 舞台はエジプト。物語は、裕福で退屈した貴族ハラウン（Haroûn）と彼の奴隷で

あるジャミレとの恋愛に焦点を当てています。ハラウンは愛を信じない冷淡な性格

で、気まぐれで奴隷を次々と入れ替えています。しかし、彼の奴隷であるジャミレ

は彼を深く愛しています。ジャミレは自分の愛を証明し、ハラウンに愛してもらうため

に計画を立てます。友人であるスプレンディアーノ（Splendiano）の助けを借り、ジャミ

レは自ら奴隷をやめて去るふりをし、ハラウンの反応を確かめるのです。 

• 最初は感情を見せないハラウンですが、ジャミレがいなくなったことで彼女の存在

の大切さに気付き、ついには彼女の愛を受け入れます。 

• 音楽的特徴 

• 《ジャミレ》は、ビゼーのオペラ作品の中ではそれほど有名ではありませんが、音楽

的には非常に洗練され、ビゼーらしい豊かな旋律と色彩豊かなオーケストレーシ

ョンが見られます。特にオリエンタルな雰囲気を持つ音楽が特徴的で、エキゾ

チシズムを感じさせるメロディーや和声が取り入れられています。 

• 評価 

• 《ジャミレ》は初演当時、それほど大きな成功を収めませんでしたが、ビゼーのオ

ペラ作曲家としての成長を示す重要な作品です。この作品は後のビゼーの傑

作《カルメン》に通じるテーマである「自由と愛の対立」を描いています。また、ビ

ゼー自身もこの作品に大きな愛着を持っていたと言われています。 

• 《ジャミレ》はその独自性と音楽的美しさから、ビゼーの生涯における重要なステッ

プとして評価されています。 
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